
「他者や郷⼟を⼤切にし，⾃ら進んで学び，
何事にも一生懸命取り組む生徒の育成」

学校教育目標

⼤妻コタカ⼥史

愛郷崇祖愛郷崇祖愛郷崇祖愛郷崇祖

～～～～郷土郷土郷土郷土をををを愛愛愛愛しししし，，，，祖先祖先祖先祖先をををを敬敬敬敬うううう心心心心～～～～

１ はじめに



組織的な推進体制
〜全教職員を巻き込む体制づくりの構築〜

組織的な推進体制
〜全教職員を巻き込む体制づくりの構築〜

２ 道徳教育推進教師を中心とした指導体制づくり

道徳科の実施に向けて指導⽅法，評価⽅法などを意識共有

道徳教育推進委員会
（校⻑，教頭，教務主任，研究主任，道徳教育推進教師）

授業づくり部会
（研究部）

・学習指導案の様式
・授業モデル
・指導法の研究

評価研究部会
（教務部）

・ワークシート
・評価に係る研究

ふるさと学習部会
（生徒指導部）

・地域教材の開発
・掲示物の研究

① 授業づくり部会【「かかわり合う場」の充実】① 授業づくり部会【「かかわり合う場」の充実】
３ 各部会での取組〜共有化を図る〜

学習指導案の様式，授業モデル かかわり合う場の充実に向けた合⾔葉
「 こ ・ う ・ ざ ・ ん 」

ペア学習の形式
「⼀往復半の対話」



視点１ 多面的・多角的な見方へと発展しているか。 

視点２ 道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか。 

「評価の視点」の導入

評価支援シートの活用 評価に係る校内研修

② 評価研究部会【「組織的・計画的な評価」の確⽴】② 評価研究部会【「組織的・計画的な評価」の確⽴】
３ 各部会での取組〜共有化を図る〜

評価の視点の明確化評価の視点の明確化

①中心発問と振り返りのみの記述
②アンケート項目の設定

①教材名と本時のテーマ
②生徒の振り返りから抜粋

ワークシートの形式 掲示物の形式

３ 各部会での取組〜共有化を図る〜
形式等の統一化形式等の統一化



５月 「第１回花いっぱい運動・
総合 クリーン大作戦」

１０月 「第２回花いっぱい運動・
総合 クリーン大作戦」

５月 「ふるさとのために」
道徳 【C(16) 郷⼟を愛する態度】

１０月 「ボランティア活動に参加して」
道徳 【C(1２) 社会参画】

１０月 「誰もが気持ちよく過ごせる社会
道徳 を目指して」【C(10) 公徳心】
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③ ふるさと学習部会【「道徳科と各教科等とのつながり」の明確化】③ ふるさと学習部会【「道徳科と各教科等とのつながり」の明確化】
３ 各部会での取組〜共有化を図る〜

カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実

学習指導案への明記

カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実カリキュラム・マネジメントによる道徳教育の充実
３ 各部会での取組〜共有化を図る〜



＜２年 道徳の時間＞＜２年 道徳の時間＞
「焦土から起ち上る」
Ａ（４）希望と勇気，
克己と強い意志

地域教材の活用地域教材の活用

＜２年 修学旅⾏＞
「⼤妻⼥⼦⼤学訪問」

＜３年 文化発表会＞
「愛郷崇祖〜想い繋げ
て〜」

＜２年社会科＞
「私達の歴史探検隊
地域の歴史を調べてみ
よう」
時代背景や社会情勢について

＜１年 総合的な学習
の時間＞
「⼤妻コタカ⼥史につい
ての調べ学習」
⽣い⽴ちや考え⽅について ⼤妻コタカ⼥史の⽣き⽅に学ぶ

３ 各部会での取組〜共有化を図る〜

道徳科

学級活動とのつながり学級活動とのつながり
４ 今後に向けて

Ａ（３）向上⼼，個性の伸⻑ Ｂ（６）思いやり，感謝

学級活動ほめ⾔葉のシャワー ありがとうの木



地域の⽅との協⼒地域の⽅との協⼒
４ 今後に向けて

6/4(火)３，４校時
２年⽣ 総合的な学習の時間

「働くとは？」
ゲストティーチャーによる特別授業

6/4(火)５，６校時
２年⽣ 道徳
Ｃ（１３）勤労

「だれのために働く」

つながり
を意識


